
○琵琶湖で研修会 

 2001年 12 月 2 日・3 日に滋賀県湖北町湖北野

鳥センターで「第 26 回白鳥の会研修会・第 30 回

総会」が行われました。参加者は北海道から山口

県まで 93 名でした。琵琶湖は、ハクチョウが飛来

するようになって 30 年経ち、白鳥に対して給餌を

行っていない珍しい地域です。湖面で水草を捕食

する姿を見る事ができました。さらに、水鳥の生

育環境である遠浅の湖面の保存と復元に努力する

姿勢は、滋賀県民の環境保護に対する考えの深さ

を感じました。発表内容は以下のとおりであった。 

 ●「厚岸湖・別寒辺牛湿原におけるオオハクチ

ョウの大量死」～餌付け問題に見る人間の生

物感と環境行政～渋谷辰生(厚岸水鳥観察館) 

● 「最上川河口白鳥飛来数日本一のわけ」 

 角田 分(山形県酒田市) 

● 「レナデルタにおけるコハクチョウの首輪

標識調査」神谷要(米子水鳥公園) 

● 「環境ボランティア・草津湖岸コハクチョウ

を愛する会の活動」松村勝(滋賀県草津市) 

● 「琵琶湖湖西のコハクチョウ」 堀野 善博 

(滋賀県新旭町) 

● 「滋賀県湖北町に飛来するコハクチョウ」 

仁科 久雄・石井 光弘(滋賀県湖北町) 

 
研修会の様子(湖北町にて)  

次回の研修会について  

平成 15 年４月に北海道浜頓別町クッチャロ湖

水鳥観察館を中心に行われることとなりました。

クッチャロ湖のハクチョウシーズンに合わせての

開催で 14 年度を一つ飛び越すことになりますが、

その次の研修会は、同じく、平成 15 年度中に開催

する予定です。ご参加のご計画を立てていただき

ますようにお願い致します。 

  

○新潟にてラムサールシンポジュウム II 開催 

 平成13年11月12日新潟県新潟市でラムサール

シンポジュウムが開催されました。佐潟のラムサ

ール登録五周年を祝う会議で、東アジアのガンカ

モ類の保護とそのネットワーク作りを目的に開催

されました。 

この会議では、ハクチヨウに関するセッション

も設けられ、熱い論議が交わされました。セッシ

ョンでの発表者は以下の順。 

渋谷辰生(厚岸水鳥観察館)・小西敢(浜頓別クッチ

ャロ湖水鳥観察館)・葉山政冶(ウトナイ湖サンクチ

ュアリ)・佐藤安男(佐潟水鳥・湿地センター)・佐

藤巌(水原観光管理事務所長) 

 

シンポジュウムの様子(万代会館にて) 

 

○ロシア連邦サハ共和国レナデルタでの標識につ

いて 

 ロシア・レナデルタ・ノルディオスク国際生物学

研究所のウラジーミール・ポズドニヤコフ博士が、

ロシアレナデルタでコハクチョウの標識をはじめ

ています。ご確認の方は、事務局・もしくは、山



階鳥類研究所まで 

 レナデルタでつけられる首輪の番号は、(赤に白

い字で C200～C300)です。  

○白鳥の渡来地目録について 

 日本白鳥の会では、飛来地目録を順次、会誌「日

本の白鳥」に掲載する予定です。同封いたします

見本を参照し、アンケートを返送してください。

送ってください。また、一緒に資料を送っていた

だくと幸いです。特にアクセスと白鳥の生態・観

察施設の有無と開館時間について 

    

○定時定点観察の情報を送ってください! 

白鳥の会では、毎年ハクチョウの飛来数につい

て定時定点観察を行ってきました。近年情報の掲

載が遅れているためか、情報の提供が少なくなっ

てきました。皆さんの観察地での情報をぜひ事務

局に送って頂いて、貴重な資料として活用させて

ください。 

 定時定点のやり方について 

毎月第二日曜日の定時に観察した結果を浜頓別事

務局まで FAXまたは、e-mailで送ってください。 

 

○本の紹介 

白鳥の湖(本田清著)出版社:新潟日報 

 新潟県新潟市の鳥屋野潟を中心とする白鳥の写

真。そして、その保護の歴史がつづられている。

また、コハクチョウの繁殖地であるチャウンの様

子も必見である。 

(A5版 168 頁 1890 円)書店にて 

 ○白鳥に関するビデオ  

「コハクチョウの旅・シベリアから佐潟へ」 

シベリアから佐潟へやってくるコハクチョウの旅

を描いたビデオ。(時間 23 分)申し込み: 

新潟市役所(環境対策課企画係)〒951-8550 

新潟市学校町通り一番町 601-2 

TEL 025-228-1000 

○日本白鳥の会のホームページ準備状況 

 埼玉県の会員である荒尾徹様がホームページの

準備を行っています。近く公開ができる予定です。 

○インターネット自然環境研について 

各地の飛来地の様子がインターネットから見ら

れます。ハクチョウの様子などを見て見ましょう。 

また、皆さんが観察したハクチョウの情報を、

登録できるようになっています。保護政策などの

面から貴重な資料となりますので、是非観察記録

の登録をお願いします。 

http://www.sizenken.biodic.go.jp/pc/live/html/index

.html 

 

○JGOOSEについて 

日本雁を守る会の JGoosesというメーリングリス

トで、ハクチョウを含めたガンカモ類飛来地間の

情報交換が行われています。登録希望の方は米子

事務局まで E-mailにてお申し出ください。 

○役員改選 

理事 新任   角田 分(山形)     

理事 新任      更科●●(北海道) 

理事の解任    海老名●●(青森) 

****************************************** 

○日本白鳥の会 会報 

会長 藤巻 裕蔵 

○浜頓別事務局 担当:小西 敢 〒098-5731 

 北海道浜頓別町日出クッチャロ湖水鳥観察館 

TEL/FAX (01634)-2-2534  

e-mail:hamaton@eolas-net.ne.jp 

○米子事務局 担当:神谷 要 〒683-0855 

  鳥取県米子市彦名新田 665 米子水鳥公園 

TEL 0859-24-6139  FAX0859-24-6140 

e-mail:yonago@yonagomizudorikouen.or.jp 

******************************************* 


